
IBM Power Systems Virtual Server は、PowerVM上の LPAR as a Service です
IBM Cloud カタログより簡単・スピーディーに AIX / IBM i 環境が利用できます

IBM Cloud カタログからメニューを選択
してサービス利用可能

簡単かつ短時間でAIX 、IBM i 環境
が利用可能

リソースもメニューから簡単に変更可能

ビジネスの成長に応じて、必要なときに
必要なリソースを時間課金で利用

クラウドによりインフラ・コストを
OPEX（運用コスト）化

オンプレでもクラウドでもワークロード
を実行可能

企業のDXを推進するCloud Native
サービスとの統合

こんな用途で使えます！

新しいアプリケーションとの連携基盤として

複数バージョンの開発環境と
検証環境を必要な時に
すぐに利用可能

基幹システムのワークロードを
そのまま移行

いざというときに備える
災害対策サイトを
最小構成で準備

簡単・迅速に
AIX, IBM i 環境が利用可能 従量課金モデル ハイブリッドクラウド

お問い合わせ → http://ibm.biz/power_vs IBMアクセスセンター　℡ 0120-550-210
受付時間 9:00～１７:00 (土、日、祝日を除く)
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IBM Power Systems Virtual Server
検証環境や災対環境、クラウド上の新規サービスとの連携などに最適

IBM Cloudで
Power Systemsが使えます！
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IBM Power Systems Virtual Server仕様
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S922　&　E880/E980

0.25-143 cores 

IBM Flash System 9150 FC SAN
SSD & NVMe storage tiers

Private IP  (Optionで Public IP)

AIX / IBM i / Linux 

DAL, WDC, FRA, LON, TOR, SYD,東京
大阪でも近日提供予定

1ボリューム 10GB ～ 2TB
複数ボリューム構成可

(up to 15 on S922 & 143 on E880/E980)

up to 959GB on S922
up to 8TB on E880
up to 16TB on E980

・OSの管理者権限はお客様が保有
・インターネット接続も閉域接続も可能
・SAP認定サーバーを提供

選択可能なスペックはデータセンターにより異なる場合があります

(scale-out) (scale-up)

詳細はこちらのWebセミナー (オンデマンド版 )でもご覧いただけます。

「ニューノーマル時代に向けた基幹システムのクラウド戦略」 http://ibm.biz/PowerVS_Seminar
視聴いただく前に、IBM のオンラインセミナーポータル「IBM X-Online」へのご登録が必要です（無料）。  初めて IBM  X-Onlineにて視聴される場合は、「コンテンツ検索」の「キーワード検索欄」に「K041」と入力して検索してください。

4ヶ国から使用できる
クラウドで IBM i の
アプリケーションを使用

必要な時に必要な環境
が手早く調整

既存 BRMS バックアップ
の仕組みを Cloud 上でも
活用！

IBM PowerHA で移行
作業のスピード・アップ

Disaster Recovery の
サイトとして活用、事業
継続が可能！

ボトリング会社
・パブリッククラウドへの展開をスピーディーに実施
・使い慣れたソフトウェアを継続利用

お客様事例：流通

IBM Cloud
（lass）

PowerHA


